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面積 240幻平方キロメ トル
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捌
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洲

⑩
上
須
戒
・
打
越
地
区

市
街
地
の
北
西
¥
高
山
寺
山
の
北
斜

面
に
広
が
る
の
が
打
越
地
区
で
す
。

こ
の
地
区
は
、
上
須
戒
か
ら
大
洲
へ

向
う
峠
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
H

打
越
H

と
い
う
地
名
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
地
区
は
、
古
い
も
の
を
守
る
と

い
う
伝
統
が
あ
り
、
明
治
時
代
に
始
ま

っ
た
か
お
な
ご
こ
う
¥
が
今
で
も
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
の
当
番
に
当
た

る
と
男
児
が
出
産
す
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
こ
の
地
区
に
は
、

〆

・

菩
FV山一ア

品島ゅμ

広域農道の完成で便利になった打越地区
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ー したパでがま生九二
てけゴ、専す活十十
いを、稲業。し一一
ま栽し、農大て人世
て培いタ家半いが帯
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(2) おおず広報大洲市民憲章

完成を祝い

大
洲
市
内
の
交
通
渋
滞
の
解
消
に
と
完
成
が
待
た
れ

て
い
ま
し
た
国
道
一
九
七
号
線
の
「
大
洲
丙
道
路
」
が

完
成
し
、
十
二
月
五
日
よ
り
供
用
開
始
し
ま
す
。

国
道
一
九
七
号
線
は
、
高
知
市
か
ら
大
洲
市
を
経
由

し
て
大
分
市
に
至
る
延
長
二
百
七
十
九
・
四
キ
ロ
げ
の

抱
一
般
国
道
で
す
。
四
国
と
九
州
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道

則
路
で
す
。

北
今
回
開
通
し
た
大
洲
西
道
路
は
、
北
只
か
ら
平
野
を

ι
結
ぶ
も
の
で
、
全
長
二
千
四
百
川
で
、
内
ト
ン
ネ
ル
部

部
分
が
千
七
十
八
口
で
す
。
こ
の
開
通
に
よ
り
、
市
内
、

西
特
に
肱
南
地
区
で
の
交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
通
を
記
念
し
て
十
二
月
五
日
午
前
九
時
三
十
分
よ

り
H

道
路
ま
つ
り
υ

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
内
の
問
号

大
洲
市
内
の
一
九
七
号
は
、
肱
川
町
か

ら
大
川
、
菅
田
を
経
て
市
街
地
に
入
り

平
野
、
夜
昼
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
八
幡
浜

市
に
至
る
路
線
で
す
。
こ
の
う
ち
、
市
街

地
、
特
に
肱
南
地
区
に
お
い
て
は
、
城

下
町
の
市
街
地
を
通
過
す
る
た
め
幅
員

が
狭
く
(
最
小
幅
員
五
・
五
一
川
川
)
、
直
角

曲
り
が
二
一
か
所
あ
る
な
ど
線
形
が
悪
く

そ
の
う
え
、
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
危
険
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
近
年
の
交
通
量
の
増
加

な
ら
び
に
自
動
車
の
大
型
化
に
と
も
な

い
、
幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
が
充
分

に
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
こ
十
年
来
の
交
通
量
の
増
加
は

著
し
い
も
の
で
す
。
西
大
洲
・
関
谷
地

区
で
の
観
測
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
に

比
べ
る
と
、
昭
和
五
十
五
年
は
一
・
五

倍
ご
日
当
た
り
九
千
九
百
台
)
に
も
の

ぼ
り
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
上
、
ま
た
、
生
活
環

境
面
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
状
態

の
早
急
な
改
善
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

西
道
路
開
通
で

渋
滞
は
緩
和

こ
の
よ
う
な
状
態
に
対
処
す
る
た
め
、

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
で
は
、
昭
和

四
十
六
年
度
に
「
大
洲
西
道
路
」
の
計

画
を
立
案
し
、
昭
和
五
十
年
度
、
事

業
に
着
手
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年

度
に
着
工
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
完
成

し
、
十
二
月
五
日
か
ら
供
用
を
開
始
い

た
し
ま
す
。

大
洲
西
道
路
は
、
全
長
二
千
四
百

μ
、

う
ち
大
洲
西
ト
ン
ネ
ル
千
七
十
八
引
で

す
。
幅
員
は
、
十
一

U
(
ト
ン
ネ
ル
部

分
は
九
・
一
一
五
山
)
で
、
車
道
は
六
・

五
日
で
二
車
線
、
二

U
(
ト
ン
、
不
ル
部

分
は
一
・
五
日
)
の
歩
道
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
総
工
費
は
、
約
三
十
五
億

円
で
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル
部
分
が
二
十

一
億
七
千
万
円
で
す
。
昭
和
五
十
四
年

十
月
に
着
手
以
来
三
年
二
か
月
を
要
し

今
年
十
一
一
月
に
完
成
い
た
し
ま
す
。

こ
の
開
通
に
よ
り
、
従
来
、
八
幡
浜

方
面
に
向
う
の
に
市
街
地
を
通
過
し
て

い
た
の
で
す
が
、
バ
イ
パ
ス
を
利
用
す

る
た
め
市
街
地
の
交
通
渋
滞
の
解
消
に

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
野
地
区
か
ら
南
久
米

地
区
に
向
う
の
は
、
時
間
的
に
も
距
離

的
に
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
地
域
聞
の

交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

三
の
丸
地
区
で

大
型
車
の
通
行
規
制

バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
と
も
な
い
、
従

来
の
一
九
七
号
の
一
部
分
に
つ
い
て
大

型
車
が
通
行
禁
止
に
な
り
ま
す
。
禁
止

と
な
る
灰
聞
は
、
片
原
町
の
信
号
か
ら

鉄
砲
町
の
は
ず
れ
ま
で
の
反
聞
で
す
。

通
行
禁
止
の
対
象
と
な
る
自
動
車
の

種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

'
車
輔
総
重
量
八
ト
ン
以
上
、
最
大
積

載
量
五
ト
ン
以
上
、
車
体
の
長
さ
八

μ
以
上
の
貨
物
自
動
車

十
二
月
五
日
午
後
二
時
か
ら
の
大
洲

西
道
路
の
開
通
と
同
時
に
通
行
禁
止
と

な
り
ま
す
の
で
、
対
象
の
車
を
運
転
さ

れ
る
入
は
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
通
に
よ
り
こ
の
よ
う
な

混
雑
が
解
消
さ
れ
ま
す
。



明るい市づくりにつとめる郷土を愛し、(3) 

!大洲西道路[

i
t申
l
l
d
H

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
疋
き
、
道
路
の

姿
を
正
し
く
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

行
事
は
、
開
通
を
祝
う
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
ラ
ジ
コ
ン
大
会
、
餅
ま
き
、
獅

子
舞
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
用
意
し
て
い
ま

す。
ま
た
、
十
二
時
か
ら
、
平
野
側
に
お

い
て
開
通
式
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
プ
カ

y
ト
に
続
い
て
、
鼓
笛
隊
に
よ
る
パ
レ

ー
ド
を
行
い
、
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め

に
市
民
み
ん
な
が
待
ち
望
ん
で
い
た
大

洲
西
道
路
の
開
通
を
祝
い
ま
す
。

道
路
ま
つ
り
、
開
通
式
の
行
事
予
定

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
の
ま
す
。

泣い幡『、、Iノ一土

至
宇
和
島 -開通式行事予定道路まつり

所場i
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道

路
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" 
つ

り

悶
凶
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し
た
大
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西
道
路
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通
式

/fレード 平野側出発

12 : OO~ 

12 : 00 

開通式・テープカ yトなど



(4) おおず広報

(臨時市議会)

品い教養を身につける。

専門業者に3分割発注

十
一
月
二
日
、
午
前
十
一
時
か
ら
第

一
七
四
回
臨
時
市
議
会
が
聞
か
れ
、
大

洲
市
庁
舎
新
築
工
事
の
請
負
契
約
な
ど

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
近
田
市
長
は
、

提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
大
洲
市
多
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

市
庁
舎
が
建
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た

こ
と
は
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
喜
び
に

耐
え
な
い
と
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

市
庁
舎
の
建
築
面
積
は
、
六
千
二

百
九
十
五
平
方
灯
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
地
下
一
階
地
上
五
階
で
す
。

建
築
年
度
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
か

ら
二
か
年
間
と
し
、
昭
和
五
十
九
年
三

月
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
に
と
り
か
か

り
ま
す
。

市
庁
舎
新
築
工
事
は
、
大
洲
市
発
足

以
来
の
大
事
業
で
あ
り
、
高
度
の
能

力
が
要
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
分
割
工

事
別
請
負
方
式
を
選
択
し
、
建
築
主

体
工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
給
排
水
衛

健康なからだをっくり、

山

出

吻

4
I
L
F

川

ん
豆
川

建
一

金
口
…

庁
…

「

計

川

明

ヨ
一
市
役
所
の
年
末
年
始
の
業
務
は
次
の

作
一
よ
う
に
行
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

工
…
願
い
い
た
し
ま
す
。

着
一

j
十

J
J
J
i
-

-
仏
…
晴
晴
閣
時
晴
川
崎
閣
冶
閣
に

JJmV月
m
H
(
火
)
ご
用
納
め
(
正
午

ト

川

…

ま

で

)

潟
市
…
ロ
月
m
u
H
(
水
)
一
こ
の
間
は
、
休
ま

燃

全

盲

…

ナ

さ

せ

て

い

た

だ

き

川
町
…
1
月
3
口
(
月
)
一
ま
す
。

J
J
!
一
1
月
4
U
(
火
)
ご
問
初
め

生
ガ
ス
空
調
設
備
工
事
に
分
割
し
、
そ
一

1
月
5
U
(
水
)
平
常
ど
お
り

れ
ぞ
れ
専
門
業
者
と
請
負
契
約
を
締
結
一
こ
の
間
の
急
別
に
つ
き
ま
し
で
は
、

い
た
し
ま
す
O

L

…
宿
日
直
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

コ
パ
什
利
引
引
パ
引
け
U
川
U
H汁
J

…
し
、
宿
日
広
者
で
処
理
で
き
な
い
こ
と

一
市
庁
舎
新
築
工
事
の
請
負
契
約
一
一

f
1
1
4
3司
2

:

2

5云百
3
2
3
」
一
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

十
月
一
一
vert

九
日
に
市
庁
舎
新
築
工
事
一
市
民
課
(
印
鑑
証
明
)

の
請
負
契
約
の
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
…
ロ
月
お
日
(
火
)
ご
用
納
め

次
の
一
一
一
業
者
が
落
札
し
ま
し
た
o

十
っ
一
午
後
は
印
鑑
証
明
発
行
事
務
の
み
行

月
一
一
日
の
謡
会
で
、
請
負
契
約
に
つ
い
一
い
ま
す
。

て
全
員
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
ロ
月
山
口
(
ぷ
)
・
ロ
月
白
日
(
木
)

大
洲
市
庁
舎
新
築
工
事
(
建
築
主
体
)
…
午
前
0
0

時
却
分
か
ら
5
時
ま
で
印
鑑

の

請

負

契

約

の

締

結

一

証

明

発

行

事

務

の

み

行

い

ま

す

。

清
水
建
設
側
四
国
支
出
と
六
億
四
千
…

1
月
4
日
(
火
)
ご
用
始
め

四
百
万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。
一
午
後
は
印
鑑
証
明
発
行
事
務
の
み
行

間
(
電
気
)
の
請
負
契
約
の
締
結
一
い
ま
す
。

栗
原
工
業
側
松
山
営
業
所
と
-
億
千
…
※
印
鑑
証
明
、
戸
籍
の
謄
抄
本
や
住
民

八
百
万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。
…
票
は
休
み
の
期
間

(
1
月
却
日
1
1
月

間
(
給
排
水
・
衛
生
ガ
ス
・
空
調
)
の
…

3
日
)
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な

請

負

契

約

の

締

結

一

か

た

は

お

め

に

準

備

を

し

て

く

だ

さ

い

。

川
崎
設
備
工
業
側
四
国
営
業
所
と
二
一
出
生
・
死
亡
な
ど
の
届
け
出
は
、
宿

億
八
千
一
白
万
円
で
契
約
し
ま
し
た
。
一

H
直
者
が
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

''』
T
L

ゴ
ミ
は
1
月
1
日
1
4・日収
集
し
ま
せ
ん

各
種
施
設
な
ど

市
立
大
洲
病
院
(
宮
④
2
1
5
1
)

ロ
月
出
口
(
火
)
診
療
し
ま
す

ロ
月

m
H
(
ぶ
)
)

一

一

休

診

し

ま

す

1
月
2
日
(
口
)
一

1
月
3
日
(
月
)
救
急
患
者
の
み
診

療
し
ま
す

予
常
と
む
り

ー
い
け

4
日
(
火
)

大
洲
市
立
図
書
館

ロ
月
U
H
(
月
)
一

J

一
二
の
問
、
休
館
い

1
月
i
円
(
水
)
一
た
し
ま
す
o

-
汀
6
U
(
木
)
か
ら
開
館
し
ま
す
。

大
洲
市
立
博
物
館

ロ
月

m
H
(火
)
)
こ
の
間
、
休
館

1
月
ト

H
(
木
)
一
た
し
ま
す
o

1
月
7
口
(
金
)
か
ら
開
館
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
月
お
日
(
火
)
一

2

一
こ
の
間
、
休
み
ま

1
1日
(
月
)
一
す

1
月
5
H
(
火
)

市
「
常
ど
わ
り

ご
み
収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り

1 1 12燃
月 灯月え
4 ~ 1 31る
日 口日コ‘
~ ~~ー\、‘

火土金の
~ ~~収

ま集
で
ヰ又
集
し
ま
す

まこ
すの
。間
は:

f木
み

休
み
の
聞
に
ゴ
ミ
を
路
上
な
ど
に
置

き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集

1
月
3
日
(
第
1
月
)
、

1
月
4
日

(第
1
火
)
収
集
し
ま
せ
ん
。
両
日
の

収
集
日
は
次
の
日
に
収
集
し
ま
す
。

ロ
月
幻
日
(
月
)
1
月
3
日
第
一
月
曜

日
に
当
た
る
地
区
。

肱
南
H
H
本
町
-
一
・
三
、
中
町
二
・
三
、

末
広
町
二
、
片
原
町
の
一
部
、
桝
形
、

十
二
区
、
二
の
丸
新
道
、
西
の
門
、

浮
舟
、
東
西
山
根

肱
北
H
H
常
磐
町
二
一

1
六
の
二
、
新
町
一
・

二
、
一
二
笠
通
り
、
旭
、
大
正
、
下
地

蔵
、
恵
美
須
、
大
黒
、
射
場
、
宮
前

の
一
部
、
駅
前
の
一
部
、
昭
和
、
肱

川
、
堀
の
内
の
一
部
、
若
宮
、
日
の
出

ロ
月
小
山
口
(
火
)
1
月
4
日
第
一
火
曜

口
に
当
た
る
地
区
。

肱
南
日
柚
木
、
比
地
町
、
志
保
町
、
城

山
、
三
の
丸
旧
道
、
十
ご
一
区
、
本
町

一
、
中
町
一
、
末
広
町
一
、
片
原
町

の
一
部
、
西
山
根
、
鉄
砲
町
、
中
島
、

椎
森
、
八
尾
、
太
郎
宮
、
如
法
寺
、

亀
山

肱
北
H
渡
場
、
殿
町
、
常
磐
町
一
・
一
一
、

上
地
蔵
東
・
一
由
、
西
裡
、
宮
前
の
一

部
、
駅
前
の
一
部
、
新
町
三
、
堀
の

内
一
、
堀
の
内
一
一
の
一
部
、
東
大
洲

し
尿
の
く
み
取
り

ロ
月
引
札
口
(
金
)

一
こ
の
間
は
、
休
み

1
月
4
H
(
火
)
-
ま
す
o

年
末
は
相
当
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
早
め
に
(
ロ
月
別
日
)
申
し

込
み
を
し
な
い
と
く
み
取
り
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。



百
人
委
員
会
レ
。
ホ

l
ト

② 

観
光
地
• 

大
洲
を
見
直
そ
う

現
在
、
日
本
の
観
光
地
全
体
的
に
い

え
る
こ
と
で
す
が
、
低
落
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
人
々
は
、
単
な
る
物
見
遊
山
の

く

観

光

で

な

く

、

地

域

そ

れ

白

体

の

美

し

築

さ

を

訪

ね

よ

う

と

す

る

傾

向

に

あ

り

ま

計

す

。

ま

た

、

交

通

費

が

高

く

な

っ

て

き

刻

た

の

で

、

身

近

な

と

こ

ろ

で

と

い

う

よ

と

う

に

な

っ

て

き

て

い

ま

す

。

土

y

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
敏
感
に

明
勺
同
封
創
刊
計
計
計
汁
片
す
叫
引
引
日

μぷ

豊

し

f
r
八
刀
手

zz
ド
u
u
局
L
て

と

H
H

失
迫
封
グ
季
伊
伊
え
U
4
4
洛
カ
て
な
レ
よ
う
て
す
ι

そ
う
レ
う
意
刊
崎
町

J
Z
E
み
で
感
じ
る
こ
と
は
、
テ
i
マ
道
の
池
田
町
な
ど
の
話
を
よ
く
聞
か
し
で
大
洲
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
不
足
し
て
一

み

二

由

き

か

広

す

ぎ

る

よ

う

な

た

+

川

町

~

い

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

内

功
二
郎
一
気
が
し
ま
す
。
し
か
つ
を
~
ぺ

4

2

大
洲
の
将
来
を
考
え
る
色
々
な
人
の
間

引

一

一

一

一

し

、

分

科

会

な

ど

も

あ

態

三

意

見

を

聞

き

、

自

分

な

り

に

整

理

し

て

向

日

口

二

富

山

ー

一

始

ま

り

、

趣

旨

の

絞

こ

彰

三

考

え

、

意

見

を

述

べ

る

こ

と

は

、

意

義

的

1

l

j

d

 

J
一

¥

一

り

込

み

が

徐

々

に

な

市

業

市

深

く

よ

い

勉

強

に

な

り

ま

す

。

一

一
い
一
さ
れ
て
き
ま
し
た
の
洲
産
u
ぺ

一

つ

一

つ

の

意

見

を

積

み

上

げ

て

、

問

問

二

日

一

で

、

今

後

の

展

開

に

た

バ

こ

れ

か

ら

の

大

洲

の

た

め

の

方

向

づ

け

時

一

対

一

注

目

し

て

い

き

た

い

ブ

の

一

助

と

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

一

仁

じ

と

思

い

ま

す

。

ま

す

コ

柏

おおず

大
洲
市
の
将
来
の
姿
に
、
市
民
の
英
知
を
集
め
よ
う
と
ス

タ
ー
ト
し
た
「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
」
は
、
好
評

の
う
ち
に
第
四
回
を
迎
え
ま
し
た
。

第
四
回
は
、
十
月
十
二
日
午
後
聞
か
れ
、
猪
瓜
範
子
氏
の

H

地
域
の
「
光
」
を
「
観
」
な
お
す
υ

の
あ
と
、
分
科
会
に

分
か
れ
、
熱
心
に
討
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

広報

て
も
ら
い
ま
す
が
、
な
ら
ば
、
大
洲
で

観光都市・大洲のあり方
を講演する猪瓜範子氏

八多喜

津田

費範 霊長 理の
氏子な戸「

書よ お 己え
す

転
換
期
に
あ
る
観
光
地

4空(30歳)芳

読
み
と
れ
ば
、

A
7
求
め
ら
れ
て
い
る
観

光
地
の
あ
り
方
が
浮
び
上
っ
て
来
る
は

ず
で
す
。
「
み
る
」
観
光
か
ら
「
す
る
」

観
光
へ
の
転
換
を
考
え
て
、
大
洲
の
観

光
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

観
光
大
洲
の
現
在

大
洲
市
は
、
「
い
も
た
き
」
「
う
飼

い
し
と
い
う
地
域
の
農
業
や
肱
川
と
い

う
自
然
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冨
士
山

を
中
心
と
し
た
四
季
折
々
の
行
事
は
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
、
大
洲
に
住
む
人

び
と
に
と
っ
て
も
楽
し
め
る
も
の
で
す
。

大
洲
市
の
場
合
は
、
ま
ち
ゃ
つ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
観
光
事
業
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
洲
市
や
大
分
県
の

湯
布
院
町
の
よ
う
に
「
住
ん
で
よ
く
訪

ね
て
よ
い
町
」
を
目
ざ
す
観
光
地
を
「

ま
ち
ゃ
つ
く
り
型
観
光
地
」
と
呼
べ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
光
地
は
、

ふ
え
る
傾
向
に
あ
り
、
大
洲
市
は
先
進

地
と
し
て
自
負
し
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
観
光
大
洲
は
、
こ
れ

か
ら
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
歩
め
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

観
光
大
洲
へ
四
つ
の
提
言

観
光
大
洲
の
将
来
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
、
四

つ
の
提
案
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
ま
ち
、
つ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
@
チ

ー
ム
の
発
足

農
林
業
、
農
産
加
工
、
商
工
業
、
観

光
、
生
活
関
連
技
術
な
ど
新
し
い
産
業

振
興
の
範
囲
は
広
く
、
そ
の
実
態
を
把

握
し
、
組
織
や
人
材
の
調
査
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。
こ
の
作
業
は
、
住
民

主
体
と
し
、
そ
れ
に
行
政
担
当
者
、
実

践
的
専
門
家
を
加
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
チ
l
ム
を
作
り
、
大
洲
の
ま
ち
ゃ
つ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
、
古
い
ま
ち
な
み
の
新
し
い
意
味
づ

け
と
活
性
化

大
洲
に
は
「
お
は
な
は
ん
通
り
し
に

代
表
さ
れ
る
遺
産
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

ち
を
現
状
の
ま
ま
残
す
よ
り
、
生
活
に

結
び
つ
い
た
型
で
の
保
存
が
必
要
で
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
座
繰
製
糸
、

傘
、
ち
ょ
う
ち
ん
な
ど
の
技
術
が
生
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝
統
技
術
を
テ

コ
に
新
し
い
小
規
模
技
術
集
団
を
創
っ

て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

三
、
新
し
い
ま
ち
な
み
の
創
造

美
し
い
ま
ち
な
み
を
創
り
出
す
動
き

は
全
国
的
で
す
。
が
、
大
洲
の
ま
ち
な

み
を
考
え
る
と
、
好
感
の
持
で
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
建
築
物
、
商

庖
街
、
住
宅
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
建
っ

て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
大
洲
に
望

ま
れ
る
景
観
創
造
の
た
め
「
環
境
デ
ザ

イ
ン
委
員
会
L

の
よ
う
な
も
の
を
発
足

さ
せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

回
、
ま
ち
柿
つ
く
り
型
観
光
ル
I
ト
開
発

南
予
の
玄
関
と
し
て
の
大
洲
は
、
観

光
ル
l
ト
を
考
え
る
時
「
南
レ
ク
」
な

ど
と
結
び
つ
け
が
ち
で
す
が
、
大
洲
の

風
情
を
考
え
る
と
き
、
む
し
ろ
豊
予
海

峡
を
へ
だ
て
た
大
分
県
と
の
連
結
を
考

え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
西
瀬

戸
経
済
圏
が
言
わ
れ
る
今
、
目
を
県
外

に
向
け
て
み
る
必
要
も
あ
る
よ
う
で
す
。



(6) 

竹
月
お
日

iη
月

2
日

おおず

北
風
が
吹
き
は
じ
め
、

H

暖
か
き
J

の
欲
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
か
ら
三
月
の
寒
い
季
節
は
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
使

用
も
多
く
な
り
、
一
年
の
う
ち
で
も
最

も
火
災
の
多
い
季
節
で
す
。

大
洲
市
で
も
、
昭
和
五
十
六
年
中
に

二
十
件
の
火
災
が
発
生
し
、
死
傷
者
二

名
、
損
害
額
二
千
九
百
二
十
七
万
円
に

も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
こ
れ
く
ら

い
と
思
う
油
断
に
よ
っ
て
、
尊
い
人
命

品
、
貴
重
な
財
産
を
火
災
で
失
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
発
生
の
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
、

広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

で
H

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
U

が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
r

こ
の
機
会
に
、
家

庭
で
職
場
で
火
の
出
る
H

ス
キ
u

は
な

い
か
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
石
油
ス
ト
ー

ブ
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
の

正
し
い
使
い
方

冬
の
問
、
家
庭
で
職
場
で
石
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。なか
で
も
、

H

石
油
ス
ト

ー
ブ
は
操
作
が
簡
単
な
う
え

を
に
経
済
的
と
い
う
こ
と
で
よ

意
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

注
取
り
扱
い
方
を
ひ
と
つ
間
違

釦
え
る
と
屋
内
で
使
う
だ
け
に
、

万
思
わ
ぬ
大
火
に
つ
な
が
り
ま

ム
す
。

引
そ
こ
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

叫
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
、

む
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま

え
」
し
ょ
h

フ。

消
∞
置
き
場
所

事
ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の
近

火
く
で
使
わ
な
い
。
ま
わ
り

は
い
つ
も
整
理
整
と
ん
し

て
お
く
。

②
点
火
す
る
前

給
油
口
や
カ
l
ト
リ
y
ジ
式
タ
ン
ク

の
ふ
た
が
完
全
に
締
ま
っ
て
い
る
な

ど
、
確
認
し
て
か
ら
火
を
つ
け
る
。

傾
く
と
火
の
消
え
る
装
置
(
対
震
自

動
消
火
装
置
)
な
ど
の
点
検
と
整
備

は
専
門
家
に
頼
む
。

③
火
の
つ
い
て
い
る
と
き

使
用
中
は
、
長
い
時
間
そ
ば
を
離
れ

な
い
よ
う
に
す
る
。
部
屋
を
留
守
に

す
る
と
き
は
、
火
の
消
え
て
い
る
こ

と
を
必
ず
確
認
す
る
。
燃
料
の
補
給

は
火
を
消
し
て
か
ら
に
す
る
。

④
灯
油
の
保
管

必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。
熱

に
弱
い
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
は
使
わ
ず
、

な
る
べ
く
金
属
缶
に
入
れ
る
。
日
の

当
た
ら
な
い
壁
ぎ
わ
に
置
く
。
日
の

当
た
る
場
所
に
置
く
と
き
は
、
ト
タ

ン
板
や
ベ
ニ
ヤ
板
で
お
お
う
。

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
灯
油
を
置
く
と
き
は
、
以

上
の
こ
と
を
持
に
心
が
け
て
く
だ
さ

?
一
の
よ
う
な
、
日
常
的
な
配
慮
が
石

油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

正
し
い
取
り
扱
い
で
、
冬
を
暖
か
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
の
時
の
通
報
は

一
九
番
へ
。

叫
か
年
止
主
主
止
を
止
先
立
た
止
需
品
在
止
党
古
屯
止
が
正
t
n
J
志
社
皆
主
主
立
を
詐
幸
定
手

い
う
こ
と
で
、
男
の
人
に
一
言
い
に
く

い
こ
と
な
ど
も
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
ご
ろ
か
ら
、
市
が
在

宅
寝
た
き
り
老
人
に
対
す
る
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
が
、
女
性
の

民
生
委
員
二
人
で
そ
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
年
ぶ

り
か
に
入
浴
す
る
と
い
う
お
年
寄
り

の
う
れ
し
そ
う
な
顔
は
、

A
?
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
月
に
一

回
の
入
浴
で
、
こ
ん
な
に
喜
ん
で
も

ら
え
て
、
疲
れ
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
…

し
た
。

大野淳子さん

(60歳)

昭
和
二
十
六
年
か
ら
二
十
九
年
あ

ま
り
民
生
・
児
童
委
員
を
務
め
た
と

町
い
う
だ
け
で
格
別
の
こ
と
を
し
た
わ

一
け
で
も
な
い
の
に
、
こ
の
よ
う
な
章

を
い
た
だ
い
て
、
た
だ
た
だ
驚
い
て

い
ま
す
。

章
を
い
た
だ
い
た
の

は
、
私
一
人
の
力
で
は

な
く
、
民
生
・
児
童
委
日

員
代
表
で
い
た
だ
い
た
…

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
…

大
洲
の
地
域
の
み
ん
な
一

が
助
け
合
う
と
い
う
よ
ρ

い
風
土
の
わ
か
げ
だ
と
~

も
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
活
動
す
る
…

の
を
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家
h

族
特
に
父
母
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
が
充
実
し
て
き
た
と
は
日

い
え
、
ま
だ
ま
だ
私
で
も
お
役
に
立
…

て
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
一

も
若
く
し
て
、
失
を
戦
地
で
失
い
、
一

子
を
抱
え
る
未
亡
人
の
辛
さ
を
経
験
日

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
母
〕

子
寡
婦
連
合
会
の
役
員
と
し
て
、
若
…

い
未
亡
人
や
母
と
子
の
幸
せ
の
た
め
…

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

社会福祉功労で
藍綬褒章を受章

ご棺肘叶弁相官内制作柑叫仲間昨梢明ず可制同市相h骨相hi場 h柑梅花時陣内

幸ともの庭大 ーすく私れ八
をが相でのがl民語るなをま歳昭
5で談、わ市生でほっ勇しの和
主きを地世母・しどた気た日土二
事ま受域話子児た幸義づ、 oEJ十
重しけ以を寡童。せ父け元会六
m t~ 、外さ婦委 なので来子年
~ 0 わのせ連員 こ「く引児七
をま手婦で合だ と人れっ童月
~ tこイ云人い会け は様た込委
主、いのたでで なののみ員私
罪女す人だ母な い世は思にが
5性るかい子く し話、案推こ
すとこらた家、 のを亡のさ十



おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

[10月10日に市民運動会

(7) 

新谷地区4年ぶりに優勝

昭
和
五
十
七
年
度
の
市
民
運
動
会
は
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
運
動
公

園
の
陸
上
競
技
場
で
市
民
の
み
な
さ
ん
一
万
人

あ
ま
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
入
場
行
進
に

続
い
て
、
昨
年
度
の
優
勝
チ
l
ム
柳
沢
地
区
よ

り
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
、
南
久
米
チ
l
ム
の
佐
々
木

仁
志
選
手
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
準
備
運
動
の
後
競

技
に
移
り
ま
し
た
。

招
待
種
目
の
小
学
生
リ
レ
i
予
選
か
ら
競
技
が
始
ま
り

十
二
地
区
の
対
抗
種
目
で
は
、
各
地
区
の
声
援
を
受
け
た

選
手
の
力
一
杯
の
プ
レ
ー
が
陸
上
競
技
場
に
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
対
抗
種
目
の
最
後
、
年
齢
別
リ
レ
ー
で
、
各

地
の
応
援
合
戦
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
し
、
グ
ラ
ン
ド

を
走
る
各
地
区
の
選
手
に
声
を
限
り
の
声
援
が
飛
ん
で
い

ま
し
た
。
優
勝
争
い
は
、
前
半
、
柳
沢
地
区
が
着
実
に
加
点
し
、

三
連
勝
か
と
も
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、
新
谷
が
平
均
に
得

点
を
重
ね
、
四
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

体
育
の
目
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
図
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
、
盛
会
の
う
ち
に
今
年

の
市
民
運
動
会
を
終
え
ま
し
た
。

チビッ子集合、ボクのも
ワタシのもありますよ。

市民運動会地区別得点表

十品で
て

宇
品

t

レ

つ
出
勝
に

ん
八
万

せ
充

宇
品
#
有
』

れ
力
ら
体
け
の
負
頃

つ

日

jl頂 イ立

れl地{医室付¥別

玉 ボ キ メ ゴ 年齢別 iEL 3 

ヤ
?口玉 ン jレ リレー

y ン

ノ-久7 前
入 lレ チ ゲ ン フ

送
ボ、 ボ 完走年 年 男 女

度 度 れ り jレ ム jレ 走 言十

l 2 華民 l小二1 9 10 12 5 10 11 11 12 80 

2 3 八多喜 11 12 11 7 11 9 4 6 71 

3 1 相P 沢 10 11 7 2 12 12 3 8 65 

4 9 菅 田 6 9 10 11 7 10 10 1 64 

5 6 日友 南 12 2 3 12 5 4 8 11 57 

6 4 南久米 1 6 4 9 8 8 6 10 52 

7 5 平 里子 3 8 9 1 4 6 9 9 49 

8 7 上須戒 5 7 8 6 9 7 2 2 46 

9 10 善 8 3 5 10 6 3 5 4 44 

10 12 肱itA 7 1 l 8 2 2 7 5 33 
11 8 大 }I[ 2 5 6 3 3 5 1 7 32 

12 11 目玄1ヒB 4 4 2 4 1 1 12 3 31 

堂々の入場行進

選
手
宣
誓
を
す
る
南
久
米
チ

l
ム
の

佐
々
木
仁
志
選
手

、v品

おさるのかごや
この人たち、手ムをおとしたりしな

いかしら…一



開
館
時
間
午
前
九
時
1
午
後
五
時
一

休

館

日

毎

週

火

脱

μ
、
祝
日
、
年
…

末
年
始
(
卜
一
一
月
一
-
十
九
日

1
一
一
一
十
-
…
製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年
も

口
、
一
月

-ui
一
月
一
二
日
)
一
，
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
「
工
業
統
計

利
用
者
一
二
歳
以
上
の
幼
児
お
よ
び
…
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

小
山
下
二
一
年
生
ま
で
の
兜
一
塁
。
そ
の
他
利
…
こ
の
調
査
は
、
通
商
産
業
省
が
製
造

用
を
希
望
す
る
児
童
。
…
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
製

申
し
込
み
広
接
児
童
セ
ン
タ
ー
で
所
…
造
業
の
実
態
を
詳
し
く
調
査
し
、
全
国

定
の
子
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
団
体
一
的
お
よ
び
各
地
域
の
産
業
動
向
を
明
ら

で
の
利
用
は
、
事
前
に
わ
申
し
出
く
だ
…
か
に
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
。

さ

い

。

…

年

末

年

始

の

お

忙

し

い

時

期

に

調

査

注

意

…

員

が

お

伺

い

し

ま

す

が

、

ご

協

力

を

む

・
幼
児
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
一
顧
い
し
ま
す
。

し
て
母
親
そ
の
他
の
付
き
添
い
を
お
一
調
査
の
種
類

願

い

し

ま

す

。

…

v
工
業
統
計
調
査

徳

森

地

区

に

四

月

に

完

成

し

た

徳

森

・

遊

戯

具

を

使

用

す

る

と

き

は

、

必

ず

…

一

児

童

セ

ン

タ

ー

は

、

子

供

た

ち

に

ひ

ら

室

内

用

ス

ポ

ー

ツ

シ

ュ

ー

ズ

を

ご

用

…

か

れ

た

よ

い

子

の

お

城

で

す

。

こ

の

セ

意

く

だ

さ

い

。

…

ン
タ

1
は

、

児

童

に

健

全

な

遊

び

ゃ

運

・

許

可

な

く

備

え

付

け

以

外

の

用

具

な

一

動

す

る

場

所

を

提

供

し

、

体

力

の

増

進

ど

を

使

用

す

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

一

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

お

問

い

合

わ

せ

な

ど

は

:

:

:

一

こ

の

た

め

児

童

セ

ン

タ

ー

に

は

、

楽

大

洲

市

徳

森

一

八

O
九

番

地

一

一

し

く

遊

び

、

楽

し

〈

運

動

す

る

た

め

の

徳

森

児

童

セ

ン

タ

ー

一

設

備

や

器

材

を

用

意

し

、

い

ろ

い

ろ

な

宮

⑤

4
7
3
5

…

。5
も

3
3
3
3
5
5
B
B号、
5
5号
も
も
も
も
ら
も
も
も
も
も
も
も
も

?
2
0も
も
も
》
申

5
3
5
3
5時
B
3
3
3
r
t
一

サ

ラ

金

な

ど

い

ま

す

。

こ

れ

以

上

の

契

約

は

無

効

と

…

リ
ヨ
ハ
〉
二
塁

t
こ

H
4
7
-

な

り

手

。

…

エ
↑
屋
川

σ」
町

長

二

害

て

す

す

で

に

借

り

入

れ

を

し

た

人

で

、

高

…

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
や
消
費
者
ロ
!
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
ー
ー
と
い
う
ケ
利
で
お
困
り
の
人
は
、
簡
易
裁
判
所
ニ

ン
を
め
ぐ
る
μ

悲
劇
山
が
あ
と
を
断
ち

l
ス

が

ほ

と

ん

ど

で

す

。

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

法

に

も

と
a

つ
い
て
一

ま

せ

ん

。

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

金

融

や

消

費

者

ロ

l

調
停
減
額
の
方
法
が
と
れ
ま
す
。
…

五

万

、

十

万

の

小

口

の

お

金

が

簡

単

ン

の

利

息

に

関

し

て

は

、

「

利

息

制

限

…

な

手

続

き

で

借

り

ら

れ

る

た

め

、

利

息

法

」

で

利

息

の

最

高

限

が

定

め

ら

れ

て

一

な

ど

を

確

か

め

な

い

で

気

軽

に

利

用

す

い

ま

す

。

こ

の

法

律

に

よ

る

と

、

最

も

一

る

結

果

、

あ

と

に

な

っ

て

返

済

に

困

り

高

い

利

息

で

も

何

年

二

割

げ

と

な

っ

て

一

(8) 

よい子のお城です

おおず

児童センターは

広報

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
は
、
児
童
だ
け
の
施
設
で
は
な
く
、

未
来
を
背
負
っ
て
た
つ
児
童
た
ち
の
健

全
な
発
育
を
願
つ
で
話
し
合
う
場
で
あ

り
、
地
域
ぐ
る
み
の
児
童
育
成
の
拠
点

で
あ
り
ま
す
。

hu
父
さ
ん
、
ム
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
よ

い
子
の
お
城
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
利
用
案
内

よい子のお域 μ徳森児童センタ"

大
洲
簡
易
裁
判
所

宮
④
2
0
3
8

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

る/¥
 
つを

A
Q
E
 

キ
1-

4
A
E
 

た
だ
い
ま
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
郵
便
貯
金
の
年
末
増
強
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

住みよい

郵便貯金

V

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査

対
象
物
を
製
造
し
、
卸
売
し
て
い
る

事
業
所
。
例
え
ば
縫
製
工
場
か
ら
と

う
ふ
屋
さ
ん
ま
で
。

期
間
ロ
月
下
旬
1
1
月
中
旬

調
査
の
内
容
は
、
統
計
作
成
の
た
め

だ
け
に
使
用
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
ド

は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
ま
ま

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
総
務
財
政
課
統
計
係

ま
で
。宮
④
2
1
1
1
内
線
2
0
8

み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
H

郵
便
貯
金
U

は
、
国
の
財
政

投
融
資
資
金
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
公
共

事
業
に
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
は
大
洲
市
に
も
還
元
さ
れ
、
小
学
校
、

公
共
住
宅
、
道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の

資
金
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
洲
郵
便
局

市
内
各
郵
便
局

市
内
で
買
わ
れ
た
H

た
ば
こ
H

の一

部
は
、
た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
大
洲
市

ρ治

μ

・Eの貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
地
』
「
/
」
昭
和
五
十
六
年
度
は
、
一
億
三
千
七

{
l
L
百
二
十
万
万
円
も
の
H

た
ば
こ
消
費
税
H

が
あ
り
ま
し
た
。

た
ば
こ
は

市
内
で
買
い

$
A
V
I
U

よ
h

つ



おおず

ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
が
気
軽
に

相
談
で
き
る
窓
円
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
こ
れ
は
人

権
問
題
で
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
法
作

ト
い
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
分
ら
な
く
て

人
ひ
と
り
が
社
会
の
な
か
で
幸
福
な
生
お
困
り
の
場
合
は
、
気
軽
に
人
権
擁
護

活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
、
人
間
と
し
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

て
も
当
然
の
権
利
l
そ
れ
が
人
権
で
す
。
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
白
宅
で

そ
し
て
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
毎
日
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
法
務
局

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
H

基
本
的
冗
相
談
所
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
無
料

人
権
H

は
、
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
街
道
沿
い
の
一
家
に
住
ん
で
い
て
、
テ

相

手

の

立

場

を

考

え

て

豊

か

な

人

間

で

い

ま

す

。

大

洲

市

の

人

権

擁

護

委

員

は

次

の

人

レ

ビ

の

画

像

が

突

然

乱

れ

た

り

、

ラ

ジ

関

係

を

|

|

し

か

し

、

わ

た

し

た

ち

の

身

の

削

り

々

で

す

。

オ

の

音

声

が

聞

こ

え

に

く

く

な

っ

た

経

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
一
週
に
は
、
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
、
近
大
川
教
子
(
平
野
)
宮
④
6
7
3
9

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
電
波
障
室
T
|

聞
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。
隣
騒
音
、
婦
人
、
障
害
者
、
同
和
問
題
兵
頭
義
高
(
中
村
)
宮
④
2
0
5
6

こ
れ
は
、
不
法
電
波
の
し
わ
ざ
で
す
。

町
人
権
H

と
言
う
と
、
何
か
難
し
い
に
い
た
る
ま
で
、
人
権
に
ま
つ
わ
る
様
兵
頭
典
次
(
八
多
喜
)
宮
⑥
0
4
9
3

昨
年
一
年
間
で
、
無
線
に
よ
る
電
波

も
の
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
様
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。
矢
野
嘉
彦
(
新
谷
)
宮
⑤
0
4
7
4

障
害
は
一
-
万
件
近
く
に
達
し
、
そ
の
八

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
一
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
人
権
を
め
ぐ
る
伊
達
鹿
芳
(
菅
田
)
宮
⑤
5
1
3
7

割
が
ト
ラ
ン
ク
や
自
家
用
車
に
取
り
付

か
の
伊

e
g
h
q
oゆ
ψゆ
い
の
伊
ゆ

ψ。
。
。
伊
略
。
η
2申
z
t
g守
、

r
ι
g
ω
F
2
9
K
F品
。
旬
。
旬
、

o
o
o
e何Y
彬

ψ。
r
申
。

ω
v
h
海
早
F
J
O
w
h
Z
4
0川
v
g争
時
印
今
討
。
。

g
申
。

F
白

J申
吟

ωrobJ旬
、

ωvb〆
ψ
n
γ
F争
Z
J
Oト
yFJ9f申
わ
〆

f
oト
か
れ
九

F
f
A
F
J
F申
ト
申
わ
向

V
Z
Fゐ
vh

却

容

か

一

v
v
む

そ

の

よ

う

な

反

社

会

的

工

、

不

ル

ギ

ー

が

る

こ

と

に

よ

っ

て

自

ら

を

解

放

せ

ん

。

市
制
概
眠
鱗
ご
i

…
一
一
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て

j

1

1

u

リ

i

部
補
欄
湘
湘
繍
一
aい
J
d…
引

浮

在

す

る

同

夜

丘

題

の

均

体

亥

さ

に

注

上

人

の

世

に

熱

あ

れ

、

人

間

に

光

あ

れ

。

」

市
町
二
点
斡
VLJ
…h
⑦
人
権
と
解
放
運
動
(
上
)
し
、
重
要
な
社
会
問
題
と
し
て
認
識
さ
と
い
っ
た
、
日
本
に
お
け
る
人
権
吉
一
七
三
日

間

に

じ

争

中

町

長

(

J

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

と

も

い

う

べ

き

水

平

韮

H

つ
一
百
が
な
さ
れ

向

第

一

次

世

界

大

戦

が

終

わ

る

と

不

景

会

場

に

み

な

ぎ

る

感

激

と

興

奮

の

中

か

部
解
放
令
は
、
部
落
に
と
っ
て
画
期
的
時
代
後
半
に
起
き
た
米
騒
動
と
全
国
水
気
に
な
っ
て
生
耐
に
苦
し
む
者
が
ふ
え
、
ら
日
土
的
な
解
放
へ
の
運
動
が
起
こ
り

却
な
で
き
ご
と
で
し
た
。
し
か
し
、
差
別
平
社
の
運
動
か
ら
で
す
。
米
騒
動
は
、
労
働
争
議
・
小
作
争
議
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

棋

は

解

消

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

米

価

暴

騰

に

よ

り

、

生

活

難

に

陥

っ

た

ま

し

た

。

そ

れ

以

来

、

差

別

的

一

一

一

日

動

を

し

た

者

向
こ
う
い
う
中
で
、
自
由
民
権
運
動
に
貧
し
い
人
た
ち
の
怒
り
が
自
然
発
生
的
こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
、
社
会
的
を
問
い
た
だ
し
て
誤
り
を
改
め
さ
せ
る

向
刺
激
さ
れ
、
明
治
三
十
五
年
、
岡
山
県
に
暴
動
化
し
た
も
の
で
す
。
経
済
的
に
差
別
さ
れ
て
き
た
同
和
地
区
糾
弾
運
動
を
展
開
し
、
さ
ら
に
経
済
生

部
に
生
ま
れ
た
「
備
作
平
民
会
し
の
よ
う
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
、
大
多
数
が
の
人
々
の
中
か
ら
、
自
分
た
ち
の
力
で
活
の
向
L
し
を
目
指
し
て
労
働
運
動
や
農

平
に
、
社
会
の
最
底
辺
に
お
か
れ
て
い
た
差
別
の
中
で
貧
困
な
生
活
状
態
に
あ
っ
人
間
と
し
て
の
平
等
や
経
済
上
・
職
業
民
運
動
と
子
を
結
び
、
政
府
の
厳
し
い

間
部
落
を
自
ら
の
努
力
で
改
善
し
よ
う
と
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
多
年
に
わ
た
つ
上
の
白
由
を
か
ち
と
ろ
う
と
、
大
正
十
取
り
締
ま
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
放
運
脱

出
い
う
動
き
も
起
こ
り
ま
し
た
。

τつ
つ
積
し
て
い
た
憤
ま
ん
が
爆
発
し
一
年
、
全
国
か
ら
代
表
が
京
都
市
に
集
動
を
進
め
ま
し
た
。
問

問

同

和

問

題

が

政

府

を

は

じ

め

社

会

一

て

、

こ

の

米

騒

動

に

多

数

が

参

加

し

ま

ま

り

、

全

国

水

平

社

創

立

大

会

を

聞

き

(

つ

づ

く

)

向

却

般

か

ら

広

く

注

目

さ

れ

、

深

い

関

心

を

し

た

。

ま

し

た

。

時

一

昨

持

た

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

大

正

政

府

を

は

じ

め

社

会

一

般

の

関

心

は

、

「

わ

れ

ら

の

中

よ

り

人

聞

を

尊

敬

す

却

戸
勿
ゆ
ゆ
同
臼
ゆ
伊
ゆ
ゆ

9
0
0句
。
。
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ

ψゆ
ゆ
ゆ

ψゆ
伊
。
。
ゅ

ψの
ψ砂
伊
ゆ

ψ
0
0
0
ω
d申
。

ωゆ
wve申
。

v
o
o。
炉
。
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ

ψゆ
切
の
。
。

ON/守
、
伊
待
。
今

ψ。
ψゆ
伊
俄
伊
の
伊
ゆ
ゆ
ゆ
伊

000ψ
。
伊
ゆ
伊
旬
。
。

ψ。
ψ
0
0
0
0
0
0的
争
。
。
。
ゅ
の
畑
町
か
も
や
め
伊
砂

ψゆ
伊
ゆ

ψの
ψゆ
ψ句
切
の
伊
同

人
権
週
間
花
月
4
B
j叩
日

相
子
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係

電波は

正しく有効に

ハイパワー市民ラジオ
撲滅旬開
12月 1日--10日

広報(9) 

け
ら
れ
た
不
法
無
線
局
(
ハ
イ
パ
ワ
ー

市
民
ラ
ジ
オ
)
か
ら
発
射
さ
れ
た
不
法

電
波
で
す
。

こ
の
不
法
電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
に
障
害
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
陸
上
や
海
止
の
無
線
に
も
混
信
を

も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
、
緊
急
を
要
す

る
無
線
が
不
法
電
波
に
よ
り
相
手
に
届

か
な
く
な
っ
た
ら
、
大
問
題
で
す
。

不
法
電
波
無
線
局

持
っ
て
い
る
だ
け
で
罰
金

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
不
法
電
波
を
一

掃
す
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
八
年
一
月

か
ら
は
、
不
法
電
波
を
発
射
す
る
無
線

局
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
「
二
十
万

円
」
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
深
い
か
か
わ

り
を
持
つ
電
波
を
、
正
し
く
有
効
に
使

う
た
め
に
、
不
法
電
波
を
発
射
す
る
無

線
機
は
絶
対
持
た
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
h

フ。
県
民
の
総
意
で

解
決
し
よ
う

開
和
問
題

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま

で
は
H

差
別
を
な
く
す
る
強
調
H

月
間

で
す
。
同
和
問
題
の
解
決
は
、
国
民
的

な
課
題
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
わ
た
し

た
ち
一
人

ρと
り
が
、
同
和
問
題
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、
解
決
に
努

め
ま
し
ょ
う
。



(10) おおず広報l王、ひろ市民の市民のひろば

一時、殺…
J
d
M

ミ
キ
弔
川
中
~
一
示
J

山一誠一括一一一一一

点、
v一州
γ

持、必いや
4Jvlm
門川、、

冬至

お
亥
の
子
さ
ん
は
楽
し
い
で
す
ね

V
島
根
県
津
和
野
町
の
出
身
で
す
。
津

和
野
は
山
陰
の
小
京
都
と
い
わ
れ
、
町

の
風
情
は
、
伊
予
の
小
京
都
と
い
わ
れ

て
い
る
大
洲
と
似
て
い
ま
す
。

V
主
人
(
宗
範
さ
ん
)
と
は
、
名
古
屋
の

職
場
で
知
り
あ
い
、
昭
和
四
十
八
年
の

十
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
恋
愛
結
婚
で

三
善
・
和
田
中

谷
岡
都
治
江
さ
ん

(
叩
歳
)

す
ov子

供
は
三
人
で
、
長
男
は
龍
己
(
ぃ
八

歳
)
、
長
女
の
洋
子
(
五
歳
)
、
次
女

の
範
子
(
一
二
歳
)
で
す
。

V
父
母
、
祖
母
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
の
で
、
一
つ
垣
根
に
八
人
で
暮
し

て
い
ま
す
。
私
が
看
護
婦
と
し
て
不
規

十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、
市
内

各
地
で
実
り
の
秋
恒
例
の
H

商
工
ま
つ

り
u

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

祭
り
の
中
心
三
日
に
は
、
祭
日
で
祭

り
の
ム

l
ド
は
最
高
調
に
達
し
ま
し
た
。

旧
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
、
今
年
よ
り
開

催
さ
れ
た
H

お
ま
つ
り
村
u

は
、
子
供

達
か
ら
お
年
t

寄
り
ま
で
多
数
の
人
出
が

あ
り
、
終
日
い
ろ
い
ろ
な
催
し
も
の
コ

ー
ナ
ー
は
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

則
な
勤
務
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
大
家

族
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

V
初
め
て
大
洲
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き

独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
な
あ
と
忠

い
ま
し
た
。

マ
十
一
月
に
あ
る
秋
の
収
穫
に
感
謝
す

る
よ
ね
亥
(
い
)
の
子
さ
ん
山
は
、
地

方
独
持
の
行
事
で
楽
し
い
で
す
ね
。

亨
主
人
は
職
場
も
変
り
、
一
一
家
業
の
牛
乳

販
売
も
子
伝
い
本
当
に
よ
く
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
加
も
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

し
。

ノ
/

午
後
か
ら
は
、
お
ま
つ
り
村
を
出
発

し
た
羅
漢
ば
や
し
が
市
内
を
、
か
ね
、
太

鼓
で
リ
ズ
ム
を
と
り
軽
快
な
足
取
り
で

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

ま
た
、
紹
地
公
園
で
は
ふ
る
さ
と
芸

能
大
会
、
中
央
公
民
館
で
文
化
展
、
市

民
会
館
で
市
民
音
楽
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
城
下
町
大
洲
の
伝
統
行
事
の
八
幡

神
社
の
わ
ね
り
も
市
中
を
ね
り
歩
き
、

市
内
は
終
日
お
祭
り
一
色
で
し
た
。

年
賀
状
は

旬
月
別
日
ま
で
に

4
1
 

ふ
か
1つ

年
末
も
押
し
迫
る
と
気
ぜ
わ
し
く
な

い

ι
り
ま
す
。
年
賀
状
は
、
ロ
月
日
日
よ
り

た
受
付
け
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

恥
準
備
し
て
ム
お
い
て
く
だ
さ
い
o

ぎ
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
は
正
確
に

に
書
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

町

》

人

46 
来年!立亥年

新
刊
図
書
案
内

近
世
藩
校
の
研
究
吉
川
弘
文
館

明

治

維

新

人

名

辞

典

ク

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
-

T
B
S
フ
リ
タ
ニ
カ

積

木

く

ず

し

穂

積

隆

三

著

数
学
お
し
ゃ
べ
り
帳
矢
野
健
太
郎
著

青

年

団

強

化

の

手

引

日

清

協

国

際

市

場

論

農

文

協

七
つ
の
大
地
震
守
屋
喜
久
夫
箸

住

宅

の

設

計

岡

本

敦

著

家
庭
電
気
の
す
べ
て
鈴
木
四
郎
著

あ

そ

び

百

科

重

金

硯

之

著

昔
話
の
魔
力
B
-
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
著

明
治
大
正
俳
句
史
村
山
古
郷
著

「
雨
の
木
し
を
聴
く
女
た
ち

大
江
健
三
郎
著

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
生
き
ま
し
ょ

う

永

井

次

代

著

わ

れ

山

に

帰

る

高

田

宏

著

毛

利

元

就

榊

山

潤

著

-
忍
び
て
ゆ
か
な
大
原
富
枝
著

裏
声
で
君
へ
君
が
代
丸
谷
才
一
著

生

き

る

池

田

み

ち

子

著

黄

金

流

砂

中

津

文

彦

著

小
さ
な
島
の
明
治
維
新若
域
希
伊
子
著

こ

こ

ろ

の

波

芹

沢

光

治

著

あ
ら
あ
ら
か
し
こ
木
村
治
美
著

白

蛇

抄

水

上

勉

著

ノ
ー
ベ
ル
賞

Y
・
ク
ロ
ト
コ
フ
著

厚
生
白
書
、
運
輸
白
書
、
青
少
年
白

書
、
防
災
白
書
、
観
光
白
書
、
防
衛

白
書
、
国
民
生
活
白
書
、
原
子
力
白

書
、
環
境
白
書
、
建
設
白
書
、
他

図

書

館
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v市長杯ク口ッケ一大会
中村老人クラブが優勝
10月31日、旧北中グランドで、第 2回市長杯争

奪クロッケー大会が25チ ム、 100名の選手が参

加して聞かれました。熱戦の結果、中村老人クラ

ブ(松岡清実、井上吉信、井上清)が優勝し、市

長杯を獲得しました。準優勝は徳森老人クラブ、

第 3位は若宮老人クラブでした。

ひ市民のtf ろひ市民の)
 
-l
 
(
 

.みんなで犯罪ゼロを自指し
て防犯パレード
10月12日みんなで、犯罪ぞ、ロの

明るい街(=I1 と大i'HI地区防犯協会
喜多ノJ'，肱北公民館が肱北地区商

!吉街で防犯パレードを行いました。

喜多小鼓笛隊を先頭に大洲駅前を

出発し、 2.5キロバのコースをパ3

レードしで "~M[l.〆 を言斥えました。

一フメカ

vもみじまつり
大洲のもみじの名所“稲荷山刀で10月25日から

11月30日まで、もみじまつりが聞かれました。期

間中の日曜、祭Uには大勢の家族連れでにぎ、わい

ました。

11月17日には μ観葉会H 、14日にはのど自慢大

会などが催され終Hにぎ、わいをみせました。

μ愛媛

警;;;"Y;J;i沙

企好評のうちに県産品まつり

11月 2l:::Iから 4口まで旧北中体育館で¥
県産品まつり刀が聞かれました。

県ド各地の県産品が展示即売され訪れた市民の

みなさんに安子詐をf専していました。

住
宅
相
談
所
を
開
設

建
設
省
で
は
、
景
気
浮
揚
対
策
と

し
て
、
全
国
的
に
住
宅
の
増
改
築
工

事
の
推
進
運
動
を
実
施
中
で
す
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お

り
住
宅
相
談
所
を
開
設
し
、
一
般
の

人
々
か
ら
の
相
談
を
受
け
つ
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住
宅
相
談
所

場
所
八
幡
浜
地
方
局
建
設
部
建
築

指
導
課
(
大
洲
市
田
口
八

幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
内
)

宮
④
5
1
2
1

昭
和
五
十
七
年
十
月
か
ら

昭
和
五
十
八
年
三
月
ま
で

中番期
間

年
末
・
年
始
の

交
通
事
故
防
止

ト
一
一
月
は
、
街
全
体
が
気
ぜ
わ
し

く
な
り
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
お
互
い
の
し
ぶ
場
を
尊
重
す
る

「
思
い
や
り
の
心
」
で
安
全
運
転
を

10月末までの
大洲市内の交通事故

10月末 昨年
現在 !日l 期

件数 9ヲ 147 

負傷者 126| 181 

死者 2 2 



(12) 

乳
幼
児

健

-E主タロェ，

おおず

実

施

日

該

当

者

ロ
月
7
日
(
火
)
昭
和
町
年
8
月
生
※

ロ
月
9
日
(
木
)
昭
和
国
年
5
月
生

ロ
月
U
H

日
(
火
)
昭
和
町
年
5
月
生
※

ロ
月
幻
自
(
火
)
昭
和
田
年
ロ
月
生
※

ロ
月
包
日
(
金
)
昭
和
同
年
日
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
i
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

広報

肺
が
ん
検
診

せ

昭
和
五
十
七
年
度
の
肺
が
ん
検
診
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

ロ
月
四
日
(
木
)

叩
時
1
日
時
平
野
連
絡
所

日
時
l
H
時
南
久
米
連
絡
所

あ、矢口らせLっお知らせ

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 12月 8日

12月20日

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 12月20日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 12月 1日

12月10日

12月27日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所・

砂行政相談

と き 12月18日 10時 -15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

ください。fi'④3794 (玉木)

砂社会保険相談

とき 12月20日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂不動産相談

と き 12月15日 9日寺一16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町制フシ、エダ、内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大洲隣保館(東大洲宮④6100)

大洲福祉会館(新谷E⑤0947)

相談内容住民福祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

10時一15日寺

しお

位
争

3
7円
1
5

日
時
i
M
時
菅
田
連
絡
所

ロ
月
口
日
(
金
)

9
時

1
日
時
上
須
戒
連
絡
所

日
時
1
ロ

時

八

多

喜

ク

日
時
i
H
時
三
善
連
絡
所

対
象
者
お
歳
以
上
の
人

検
診
料
百
五
十
円

ロ
月
5
日
一

ロ
月
ロ
日
一
大
洲
中
央
病
院

ロ
月
四
日
一
宮
④
4
5
5
1

ロ
月
お
日
一

ロ
月
舘
日
市
立
大
洲
病
院

宮
④
2
1
5
1

加
戸
外
科
病
院

宮
④
5
1
0
1

ロ
月
mu
日

1 1212 
月月月
1 3130 
日日日

大
宮川!

?2 
5 1丙
5 s完

13日寺一16日寺

// 

1
月
2
日

大
洲
中
央
病
院

告
④
4
5
5
1

市
江
大
洲
病
院

宮
④
2
1
5
1

1
月

3
日

老
人
看
護
電
話
相
談
を

始
め
ま
し
た

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
老
人
性
痴
呆

を
は
じ
め
疾
患
を
も
つ
お
年
寄
り
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
年
寄

り
を
持
ち
、
看
護
上
に
問
題
の
あ
る
家

族
を
対
象
に
電
話
で
相
談
を
お
受
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
日
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
口
の

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
た
だ

し
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。

相
談
受
付
場
所

干
加
松
山
市
道
後
二
丁
目
日

l
u

(
社
)
愛
媛
看
護
協
会

告

0
8
9
9
2
3
1
2
8
7

相
談
担
当
者
保
健
婦

お
く

も
の
4q3 

A丈? Y 
うとミサ

ま
ご
こ
ろ
の

金

一

封

大

洲

沖

田

孝

金

一

封

東

大

洲

菊

池

国

雄

金
一
封
(
開
府
四
周
年
記
念
大
創
業

祭
チ
ャ
リ
テ
ィ

i
パ
ザ

i
収
益
金
の
一

部
)
若
宮
、

A
コ
l
プ
お
お
ず
代
表

者

山

本

恵

金
一
封
(
車
椅
子
借
用
の
謝
礼
)

平

野

町

木

裏

藤

子

金
一
封
(
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

謝

礼

)

平

野

町

熊

野

茂

美

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
原
稿
の
謝
礼
を
肱
北
地
区

社

協

へ

)

中

村

魚

谷

年

子

(
物
口
聞
の
口
座
)

車

椅

子

一

台

大

洲

沖

田

孝

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

休日の漏水修理 (8: 30-17 : 00有料)

月 日 当番業者 合 月 日 >li番業者 合

12月30日 奥田水道商会
4 -3674 12月5日 原 壬日又凡 {楕 4 -3783 5 -4107 

12月31日 神田鉄工所 3 3004 12月12日 淳山水道工事庖 4 -2583 4 -2412 

1月1日 城戸電業社 5 -2944 12月19日 いの水道工事庖
4 -2216 
3一一2813

1月2日 久保鉄工所 6 -0537 12月26日 内田電気水道設備
5 -5532 
5一一2858

1月3B 蔵旧水道!吉 4 -5968 12月28日 大塚鉄工所 5 -0300 

1月9日 佐藤水道庄 4 -4410 12月29日 岡福水道工事庖 4 -36ー56ノ

後

記

標
高
制

m
の
大
洲
は
今
回
で
終
り
ま

す
。
地
域
の
お
も
し
ろ
い
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

先
生
も
走
る
時
期
で
す
。
毎
年
恒
例

の
年
末
の
行
事
、
早
め
に
す
ま
せ
た
い

も
の
で
す
。
(
や
)
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